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会
議
は
、
羽
生
田
常
任
執
行

委
員
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
、

坪
井
委
員
長
は
挨
拶
で

｢

日
医

の
役
員
が
決
ま
っ
た
の
で
日
医

連
の
役
員
も
本
日
決
定
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
国
会
で
は
健
康

保
険
法
の
改
正
案
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
患
者
の
三
割
負
担
修

正
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
財
政

主
導
で
進
め
ら
れ
介
護
保
険
料

値
上
げ
報
道
も
あ
り
逆
撫
で
さ

れ
憤
懣
や
る
か
た
な
い
。
医
師

連
盟
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
て

ほ
し
い｣

と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

宮�

秀
樹
・
武
見
敬
三
の
両
参

議
院
議
員
か
ら
は

｢

健
康
保
険

法
改
正
案
で
は
医
系
議
員
で
徹

底
審
議
し
た
い
。
保
険
者
の
統

合
再
編
、
高
齢
者
保
険
、
診
療

報
酬
体
系
の
あ
り
方
な
ど
問
題

が
多
い
。
診
療
報
酬
改
定
で
は

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
政
治

力
で
解
決
し
た
い
。
保
険
者
機

能
強
化
で
独
自
審
査
が
あ
る
が

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
持
、
罰
則

規
定
が
な
く
、
許
す
訳
に
は
い

か
な
い｣

と
国
会
の
最
新
情
勢

の
報
告
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
力
強
い
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

た
。続

い
て
議
事
に
入
り
、
１
、

日
本
医
師
連
盟
役
員
人
事
で

は
、
日
本
医
師
会
役
員
、
代
議

員
会
の
正
副
議
長
を
常
任
執
行

委
員
、
各
都
道
府
県
医
師
連
盟

委
員
長
な
ど
を
執
行
委
員
と
す

る
案
が
説
明
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

本
県
か
ら
は
長
田
昭
夫
委
員

長
が
日
医
理
事
の
立
場
か
ら
常

任
執
行
委
員
に
、
鳥
取
県
選
出

と
し
て
大
石

徹

(

鳥
取
県
医

師
連
盟
副
委
員
長)

、
栗
原
達

郎

(

西
部
医
師
連
盟
委
員
長)

の
両
先
生
が
執
行
委
員
に
就
任

し
た
。

各
県
選
出
の
執
行
委
員
は
、

各
県
医
師
連
盟
委
員
長
、
及
び

各
県
医
師
連
盟
の
負
担
金
賦
課

対
象
者
数
を
基
準
と
し
て
一
五

〇
〇
人
毎
に
一
名
と
な
っ
て
お

り
、
鳥
取
県
で
は
二
名
の
割
り

当
て
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
執
行
委
員
と
は
別
に

桧
田

仁
氏

(

医
師
、
前
衆
議

院
議
員
＝
広
島
県
＝)

を
日
医

連
参
与
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

議
事
と
し
て
懸
案
で
あ
っ
た

日
医
連
負
担
金
徴
収
規
程
改
正

が
出
さ
れ
た
。

従
来
、
日
医
連
の
負
担
金
の

賦
課
対
象
は
日
医
Ａ
①
会
員
と

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
改
正

し
て

｢

各
県
医
師
連
盟
の
会
員

数
を
も
っ
て
日
医
連
負
担
金
の

賦
課
対
象
人
員
と
す
る｣

旨
の
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日
医
連
役
員
人
事

原
案
通
り
承
認

県
医
連
会
員
数
を

賦
課
対
象
人
員
に

日
本
医
師
連
盟
執
行
委
員
会
が
去
る
五
月
十
四
日

(

火)

帝
国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
し
い
日
本
医
師
連
盟

役
員
人
事
、
日
本
医
師
連
盟
負
担
金
賦
課
徴
収
規
程
の
改
正

な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。
本
県
か
ら
は
長
田
委
員
長
、
大
石
副

委
員
長
が
出
席
し
た
。
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改
正
が
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。す

な
わ
ち
、
鳥
取
県
医
師
連

盟
が
日
医
連
に
納
入
す
る
負
担

額
は
、
実
質
的
に
医
師
連
盟
負

担
金
を
納
入
し
た
県
医
連
の
会

員
数
に
日
医
連
執
行
委
員
会
で

決
定
し
た
負
担
基
準
額

(

現
在

二
万
円)

を
乗
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
算
定
す
る
こ
と
と
な

る
。こ

の
改
正
は
、
平
成
十
四
年

度
分
の
負
担
金
か
ら
適
用
す
る

案
で
あ
る
。

協
議
の
結
果
、
原
案
通
り
規

程
改
正
案
が
承
認
さ
れ
、
平
成

十
四
年
度
分
の
負
担
金
か
ら
適

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

質
疑
の
中
で

｢

会
費
減
免
会

員
や
脱
退
希
望
会
員
の
取
扱
い

は
ど
う
す
る
の
か｣

と
い
っ
た

意
見
が
あ
り
、｢

会
費
減
免
会

員
の
取
扱
い
は
各
県
で
対
応
す

る
こ
と
、
脱
退
希
望
会
員
は
本

人
の
意
思
に
よ
る｣

な
ど
の
回

答
で
あ
っ
た
。

ま
た
、｢

郡
市
区
医
師
連
盟

の
設
立
に
つ
い
て
日
医
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か｣

と
の
質
問

に
対
し

｢

設
立
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い

(

石
川
副
委
員
長)｣

と
の
回
答
で
あ
り
、
他
県
で
は

地
区
医
師
連
盟
が
設
立
さ
れ
て

い
な
い
県
も
あ
る
よ
う
だ
。
ご

承
知
の
と
お
り
本
県
で
は
三
地

区
と
も
医
師
連
盟
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。

去
る
、
三
月
九
日
、
鳥
取
県

医
師
会
館
に
お
い
て
鳥
取
県
医

師
連
盟
執
行
委
員
会
を
開
催

し
、
平
成
十
四
年
度
の
予
算
を

別
記
の
と
お
り
承
認
し
た
。
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平
成
十
四
年
度
予
算
承
認

―
県
医
連
―

平成14年度鳥取県医師連盟収支予算
〈 収 入 の 部 〉

(単位：千円)
款 項 予 算 額 前年度予算額 増 △ 減 摘 要

１. 会 費
(58.56％)

12,700 12,580 120
県医連 ＠10,000×423人＝4,230,000円
(
日医連 ＠20,000×423人＝8,460,000円

１. 会 費 12,690 12,570 120
２. 特 別 会 費 10 10 0

２. 寄 付 金
(4.53％)

982 994 △12
１. 日医連寄付金 982 994 △12 ＠2,000円×491人＝982,000

３. その他の収入
(0.02％)

5 10 △ 5
雑 入 5 10 △ 5 預金利息

４. 繰 越 金
(36.89％)

8,000 7,000 1,000
１. 繰 越 金 8,000 7,000 1,000 前年度繰越金

収 入 合 計 21,687 20,584 1,103

〈 支 出 の 部 〉

款 項 予 算 額 前年度予算額 増 △ 減 摘 要
１. 事 務 所 費

(0.92％)
200 400 △200

１. 一般事務費 200 400 △200

２. 組織活動費
(18.58％)

4,030 3,600 430
１. 旅 費 2,000 2,000 0 執行委員会旅費､ 活動旅費
２. 会 議 費 500 500 0 執行委員会諸費
３. 懇 談 会 費 1,000 1,000 0 国会議員､ 県会議員懇談会費
４. 負 担 金 50 100 △ 50
５. 広 報 費 480 0 480 医師連盟TOTTORI ６回発行

３. 選挙関係費
(6.92％)

1,500 1,500 0
１. 寄 付 金 1,500 1,500 0

４. 寄付交付金
(50.3％)

10,908 11,623 △715
１. 日医連負担金 8,180 8,380 △200
２. 地区連絡費 1,500 2,000 △500
３. 支部交付金 1,228 1,243 △ 15 ＠2,500円×491人＝1,227,500円

５. その他の経費
(23.28％)

5,049 3,461 1,588
１. 予 備 費 5,049 3,461 1,588

支 出 合 計 21,687 20,584 1,103
収支差引残額 なし


